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小
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

参
加
し
て
み
た
ら
楽
し
か
っ
た
　
〜
継
続
的
な
勧
誘
と
地
域
と
の
繋
が
り
を
深
め
る
活
動
〜

2019 年使用
全国交通安全年間スローガン 危険だよ　スマホに夢中の　そこの君

　

小
山
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

静
岡
県
東
北
端
に
あ
り
、
会
員
数

１
７
０
０
名
、
21
単
位
ク
ラ
ブ
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
既
に
、
連
合
会
主
催
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
輪
投
げ
大

会
や
ペ
タ
ン
ク
大
会
等
の
ス
ポ
ー
ツ
行

事
と
共
に
、
町
長
と
語
る
会
（
懇
談
会
）

や
中
学
生
・
婦
人
会
と
共
に
開
催
す
る

三
世
代
の
主
張
大
会
、
高
齢
者
芸
能
発

表
会
、
英
会
話
研
修
会
等
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

連
合
会
と
し
て
の
活
動
も
活
発
で
す

が
、
21
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
熱
心
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
、
歩
け
歩
け
大
会
や
奉

仕
活
動
、
ふ
れ
あ
い
茶
論
、
親
睦
旅
行

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
い
く
つ
か

の
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
、
小
山
町
役
場
の

健
康
増
進
課
や
介
護
長
寿
課
と
連
携
し

て
「
夢
咲
処
（
居
場
所
）」
と
し
て
の

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
芋
煮
会
や
出

張
販
売
、
指
導
員
を
招
い
て
の
「
出
張

け
ん
こ
う
講
座
」
や
「
ク
ア
オ
ル
ト
健

康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
を
取
り
入
れ
、

「
ま
ず
は
家
か
ら
一
歩
外
へ 

」
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
を
募
る
た
め
に
、
チ
ラ
シ
を

作
成
し
た
り
町
の
広
報
な
ど
で
呼
び
掛

け
た
り
し
ま
す
。
若
手
委
員
や
友
愛
活

動
員
等
が
「
一
回
参
加
し
て
み
て
」
と

呼
び
掛
け
る
こ
と
で
、
は
じ
め
は
あ
ま

り
乗
り
気
で
な
か
っ
た
人
た
ち
も
、
そ

の
楽
し
さ
に
気
付
き
、
そ
の
ま
ま
入
会

す
る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。「
参
加
し

て
み
た
ら
楽
し
か
っ
た
」
と
入
会
さ
れ

た
方
か
ら
言
わ
れ
る
と
勧
誘
活
動
に
も

力
が
入
り
ま
す
。

　

会
長
に
お
聞
き
し
た
現
在
の
悩
み

は
、
役
員
の
な
り
手
不
足
と
、
そ
れ
に

伴
う
単
位
ク
ラ
ブ
の
消
滅
だ
そ
う
で

す
。
単
位
ク
ラ
ブ
が
消
え
て
し
ま
う
と
、

そ
れ
を
復
活
す
る
の
に
は
、
大
き
な
労

力
が
か
か
り
ま
す
。
継
続
的
な
会
員
勧

誘
と
若
手
・
女
性
委
員
会
の
活
動
を
通

し
て
更
に
地
域
と
の
繋
が
り
を
深
め
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ

て
い
き
た
い
と
、
力
強
く
お
話
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

輝
い
て
い
ま
す 

今
!

長田健男会長を中心に、役員・会員
が一致団結。絆を深める多彩な活動
で、クラブ活性化を図っています。

写真提供／沼津市役所 産業振興部水産海浜課

　元号が変わるのに合わせ地域の自治会、老人クラブを
中心に旧沼津御用邸前の島郷海岸を清掃。続けて『令和』
の人文字をつくり、ドローンで撮影しました。



シニアクラブ通信 161 号（2）令和元年　7 月発行

私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈中部版〉

　

令
和
元
年
５
月
30
日
（
木
）
に
開
催

さ
れ
た
評
議
員
会
に
お
い
て
、
理
事
及

び
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
理
事
、

監
事
の
選
任
、
そ
れ
か
ら
今
期
で
退
任

さ
れ
る
評
議
員
の
補
充
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
午
後
に
臨
時
理
事
会
が
開

か
れ
、
会
長
、
副
会
長
並
び
に
常
務
理

　

12
月
４
日
（
火
）
～
５
日
（
水
）
に

沖
縄
県
宜
野
湾
市
に
お
い
て
第
47
回
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本

県
か
ら
は
寺
田
会
長
以
下
18
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
の
活
動
交
流
会
で
は
活

動
成
果
や
活
動
事
例
の
発
表
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
は
式

典
で
全
老
連
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

《
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
》

◎
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰

　

梅
田　

弥
祐

　
（
下
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

元
会
長
）

　

渡
辺　

權

　
（
南
伊
豆
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
）

◎
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

磐
田
市
「
城
之
崎
城
和
会
」　

　
　
（
代
表　

中
澤　

勝　

会
長
）

◎
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

浜
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
（
代
表　

藤
田
か
つ
太
郎 

会
長
）

※請求書につきましては、物品と一緒に同封させていただきますので届き次第お支払ください。

※送料と振り込み手数料はお客様負担にてお願いします。お問い合わせは事務局 ☎ 054-254-5225 まで

なつかしの愛唱歌集
700 円（税込み）

シニアクラブ静岡県事務局からお知らせ

『50 音順索引』と『唄い出し索引』が新たに追加され、

これまでよりも見やすくなりました。 収録は189曲!!

なつかしの愛唱歌集 が新しく
生まれ変わりました !!

〜 懐かしのあの歌この歌、シニアクラブが編さんした歌集です 〜

2019 年使用
全国交通安全年間スローガン とび出さない　いったんとまって　みぎひだり

事
が
選
出
さ
れ
、
令
和
元
年
度
の
役
員

が
左
表
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
役
員
を
中
心
に
県
連
合
会
・

市
町
連
合
会
・
単
位
ク
ラ
ブ
、
会
員
が

一
体
と
な
っ
て
健
康
で
、
楽
し
い
ク
ラ

ブ
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

然
と
仲
間
が
集
ま
る
魅
力
あ
る
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

役職名 氏名 所属団体
会 長 寺 田　 佳 弘 磐田市

副会長

鈴 木　 実 伊豆市
片 岡　 宏 之 藤枝市
藤田かつ太郎 浜松市
幸 田 享 子 女性委員会

常 務
理 事 岩 田　 光 一 県老連事務局

理 事

山 﨑　 春 俊 御殿場市
三 須　 一 沼津市
加 賀 良 雄 賀茂郡（松崎町）
滝 澤　 義 雄 焼津市
山 本　 義 雄 島田市
山 西　 立 掛川市
杉 浦　 徹 衛 湖西市
大 津 き せ 子

女性委員会大 井 み つ 子
渥 美　 み つ
戸 塚　 順 一

若手委員会
笠 原　 仁

監 事
飯 塚　 進 （福）静岡県身体

　　障害者福祉会

勝 山　 明 彦 静岡県介護支援
専門員協会

役職名 氏名 所属団体

評議員

増 田　 政 男 下田市
竹 岡　 正 一 伊東市
森　 朝 子 熱海市
海 瀬　 常 明 伊豆の国市
鎌 野　 公 種 裾野市
近 藤　 敏 雄 三島市
山 崎　 好 信 富士宮市
石 川　 一 彦 賀茂郡（西伊豆町）
長 田　 健 男 駿東郡・田方郡（小山町）
八 田　 稔 駿東郡・田方郡（長泉町）
鈴 木　 勇 次 牧之原市
松 本　 進 吉田町
丸 尾　 尚 良 御前崎市
寺 本　 達 良 菊川市
永 田　 新 作 袋井市・森町
髙 林　 寛 治 浜松市
本 堂　 博 子

女性委員会
大 石　 清 子
榊 原　 卓 子
佐 藤 美 千 代
藤 野 勇 人

学職経験者
瀧　 義 弘
松 浦　 康 夫
大 石　 玲 子

令和元年度 シニアクラブ静岡県役員名簿 ※敬称略
新
役
員
決
定
、新
体
制
ス
タ
ー
ト

仲
間
が
集
う
、魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
目
指
そ
う

全国老人クラブ大会参加

２個人・２団体が
全老連会長表彰
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【団体戦】

順　位 市町名 チーム名 スコア

優　勝 浜 松 市 ねんりんクラブ雄踏 714

準優勝 磐 田 市 長江みさきクラブ 604

第３位 島 田 市 元宮の会 579

第４位 御前崎市 御前崎市老人クラブ連合会 B 577

第５位 浜 松 市 シニアクラブ入野地区連合会 567

【個人戦】

順　位 市町名 氏名 スコア

優　勝 浜 松 市 斉藤　進 161

準優勝 藤 枝 市 尾村　孝作 158

第３位 御殿場市 田畑　元典 155

第４位 牧之原市 増田　英治 149

第５位 藤 枝 市 市川　成男 147

2019 年使用
全国交通安全年間スローガン ちゅういして　くるまがくるかも　まがりかど

クロスワードパズル1

4

8

10

5

6 7

3

9

2
チ
ヤ
ノ
ミ
ヤ
コ

前
回
（
１
６
０
号
）
の
答
え

大 会 結 果

第 7 回シニアクラブ静岡県輪投げ大会

　シニアクラブ静岡県輪投げ大会が平成 31 年１月 18 日
（金）に焼津市総合体育館シーガルドームで開催されまし
た。大会結果は下表のとおりです。

募集：短歌、俳句、川柳、詩、小説、

　　　戯曲・シナリオ、児童文学、評論、随筆

締切：９月５日（木）　出品料あり、

　　　「県民文芸」贈呈

募集：①小説（原稿用紙 30 〜 80 枚程度）、

　　　　随筆・紀行文（原稿用紙 20 〜 40 枚程度）

　　　②メッセージ（原稿用紙 3 〜 5 枚以内）

締切：10 月１日（火）、メッセージのみ９月 17 日（火）

あなたの文芸作品を発表してみませんか

ふじのくに芸術祭２０１９
（第59回静岡県芸術祭）文芸コンクール

第 23 回伊豆文学賞（賞金あり！）

問合せ先　静岡県文化政策課
　　　　　電話054-221-2254・3109

伊豆をはじめとする県内の魅力を発信する
オリジナル作品を募集します

詳細は募集要項をご覧ください
（各市町公民館、図書館などで配布）
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こ
こ
数
年
会
員
数
の
減
少
が
続
く
私

た
ち
の
長
寿
会
で
は
、
１
０
０
名
近
く

い
た
会
員
も
50
数
名
ま
で
に
な
っ
て
し

　

ふ
じ
さ
ん
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）

富
士
宮
芝
川
支
部
は
、
人
口
一
万
人
の

芝
川
町
と
人
口
13
万
人
の
富
士
宮
市
と

の
合
併
に
伴
い
誕
生
し
ま
し
た
。

　

芝
川
町
時
代
は
、
芝
川
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
、
四
地
区
（
内
房
・
芝
冨
・

稲
子
・
柚
野
）
合
わ
せ
14
の
単
位
ク
ラ

ブ
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
・
町
の
合
併
後
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
富
士
宮

芝
川
支
部
と
し
て
活
動
を
始
め
、
ち
ょ

う
ど
10
年
に
な
り
ま
す
が
、
単
位
ク
ラ

ブ
数
は
激
減
し
、
現
在
は
5
単
位
ク
ラ

2019 年使用
全国交通安全年間スローガン 身につける　夜道のお守り　反射材

ま
い
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
」
と

い
う
危
機
感
と
現
状
を
打
開
す
る
た
め

に
、
二
年
前
か
ら
こ
の
課
題
を
事
業
計

画
の
正
面
に
据
え
て
、
緊
密
に
話
し
合

い
と
検
討
を
し
て
問
題
点
を
抽
出
し
、

そ
の
解
決
策
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
問
題
点
と
し
て
、
①
会

員
の
高
齢
化
。
②
役
員
の
担
い
手
が
無

い
こ
と
。
③
市
老
連
や
支
部
の
各
種
事

業
に
つ
い
て
、
足
と
な
る
車
の
運
転
手

が
少
な
い
こ
と
。
④
自
分
た
ち
長
寿
会

の
事
業
で
も
準
備
・
お
膳
立
て
す
る
ス

タ
ッ
フ
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
⑤
新

規
会
員
の
加
入
に
つ
い
て
も
、
繋
が
り

の
あ
る
人
に
し
か
声
掛
け
が
で
き
な
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
い
ず
れ
も
60
歳

代
後
半
か
ら
70
歳
代
前
半
の
方
が
入
会

す
れ
ば
、
ほ
ぼ
ク
リ
ア
出
来
る
と
の
結

論
と
な
り
、
早
々
、
総
会
で
こ
の
年
齢

層
で
10
名
以
上
の
増
加
を
事
業
計
画
の

中
心
に
し
て
始
動
し
ま
し
た
。
取
り
組

み
は
、3
～
4
名
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

連
合
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
自
分
た
ち

長
寿
会
の
ニ
ュ
ー
ス
を
持
っ
て
、
戸
別

訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

入
会
す
る
か
し
な
い
か
は
相
手
が
決

め
る
こ
と
な
の
で
、
私
た
ち
は
、
長
寿

会
の
目
的
や
楽
し
い
事
業
を
丁
寧
に
説

明
す
る
と
い
う
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
取
り
組

み
を
行
い
、
75
歳
以
下
9
名
、
75
歳
以

ブ
の
小
支
部
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

要
因
は
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
何
と
い
っ
て
も
そ
の
第
一
は
、

組
織
構
成
員
の
高
齢
化
で
す
。
合
併
に

伴
い
活
動
エ
リ
ア
の
拡
大
で
移
動
手
段

の
確
保
が
困
難
に
な
り
、
ま
た
事
務
手

続
き
の
煩
雑
さ
も
高
齢
化
し
た
会
員
に

は
試
練
の
連
続
で
し
た
。

　

第
二
の
問
題
と
し
て
、
単
位
ク
ラ
ブ

の
会
長
職
不
在
の
問
題
が
浮
上
し
て
き

ま
し
た
。
会
長
職
を
受
け
る
人
が
見
つ

か
ら
ず
、
組
織
を
解
散
さ
せ
る
ケ
ー
ス

上
2
名
の
新
規
加
入
者
を
迎
え
ら
れ
、

二
年
続
け
て
目
標
で
あ
る
10
名
加
入
を

達
成
し
、
課
題
で
あ
っ
た
活
動
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
町
内
会
館
内
に
あ
る
老
人

憩
い
の
家
を
毎
週
木
曜
日
に
開
放
し
、

「
暇
つ
ぶ
し
処
」
と
す
る
こ
と
で
、
こ

こ
に
来
れ
ば
輪
投
げ
、
将
棋
、
囲
碁
、

麻
雀
、
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
、
自
由
に
過

ご
せ
る
場
所
を
提
供
し
、
長
寿
会
が
主

体
と
な
っ
て
会
員
以
外
の
人
も
受
け
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
社

会
の
中
で
、
健
康
で
楽
し
く
暮
ら
す
た

め
に
は
、
高
齢
者
同
士
が
助
け
合
い
励

ま
し
合
う
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
今

後
も
目
標
で
あ
る
三
桁
会
員
確
保
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

が
続
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

第
三
の
問
題
は
、
福
祉
活
動
の
一
端

を
担
っ
て
き
た
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動

が
、
地
区
社
協
等
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
う
ま
く
並
行
す
る
こ
と
が
で

き
ず
解
散
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
苦
し
い
状
況
は
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
10
年
、
歴

代
の
支
部
役
員
の
頑
張
り
で
、

何
と
か
支
部
活
動
を
継
続
し
て

き
ま
し
た
。

　

芝
川
支
部
の
活
動
の
中
心

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
に
よ
る
健
康
づ
く
り
で
す
。
支

部
主
催
の
大
会
も
今
年
で
9
回
目
を
迎

え
、
参
加
者
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

各
地
区
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
健
康
増
進
を
目

指
し
楽
し
く
活
動
し
て
ま
す
。第
二
に
、

旧
芝
川
町
の
仲
間
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
に
支
部
の
取
り
組
み
と
し
て
「
大
衆

私
た
ち
の
会
員
加
入
促
進
の
取
り
組
み

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
ふ
じ
え
だ
連
合
会
　
高
柳
第
2
長
寿
会
　
岡
村 

秀
夫

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

「
元
気
で
楽
し
く
」
仲
間
づ
く
り
に
邁
進

ふ
じ
さ
ん
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
富
士
宮
　
前
芝
川
支
部
長
　
佐
藤 

捷
世
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私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈中部版〉

７月豪雨災害救援拠金へのご協力ありがとうございました。
皆様に御協力いただきました７月豪雨災害救援拠金の最終結果を報告します。皆様の御協力に心から感謝いたします。
１　シニアクラブ静岡県に送金いただいた救援拠金の合計額／金５，２１９，５７４円
２　送金いただいた連合会／下田市、伊東市、裾野市、三島市、沼津市、富士市、松崎町、
　　函南町、小山町、清水町、長泉町、焼津市、藤枝市、島田市、牧之原市、川根本町、
　　御前崎市、菊川市、掛川市、袋井市、磐田市、浜松市、湖西市
３　寄託先／公益財団法人岡山県老人クラブ連合会、公益財団法人広島県老人クラブ連合会
４　シニアクラブ静岡県以外の機関に救援拠金を送金した旨の報告をいただいた
　　市町連合会と送金額の合計額（報告をいただいた分のみ）
　　（１）　合計送金額／金６１８，９１９円
　　（２）　送金の報告をいただいた連合会／御殿場市、河津町、吉田町
５　合計救援拠金額／金５，８３８，４９３円

2019 年使用
全国交通安全年間スローガン 夕暮れの　早めのライトで　防ぐ事故

　

私
た
ち
の
住
む
春
野
町
は
、
浜
松
の

中
心
か
ら
北
へ
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
、

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
人
口
４
５
０
０

人
に
も
満
た
な
い
長
閑
な
田
舎
町
で

す
。
西
に
は
秋
葉
の
山
を
望
み
、
そ
の

山
頂
に
は
火
防
神
（
ひ
ぶ
せ
の
か
み
）

で
知
ら
れ
る
秋
葉
神
社
が
祀
ら
れ
、
年

間
を
通
し
て
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま

す
。
ま
た
、
町
の
中
心
を
流
れ
る
気
田

川
は
『
日
本
一
き
れ
い
な
川
』
を
謳
い
、

6
月
か
ら
解
禁
さ
れ
る
鮎
釣
り
シ
ー
ズ

ン
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
太
公
望

で
賑
わ
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
一
画
に
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ

親
和
会
は
あ
り
ま
す
。し
か
し
今
で
は
、

会
員
僅
か
30
名
足
ら
ず
の
小
さ
な
ク
ラ

ブ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

態
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
は
、
私
た
ち
の
自
慢
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
近
辺
へ
の
日

帰
り
バ
ス
旅
行
か
ら
、
毎
月
末
に
行
う

自
治
会
館
の
清
掃
や
、
そ
の
周
り
を
囲

む
植
木
の
手
入
れ
、
花
壇
の
整
備
な
ど

で
す
。
ま
た
、
休
耕
田
を
利
用
し
た
活

動
で
は
、
県
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
か
ら
い

た
だ
く
種
や
球
根
を
植
え
、
コ
ス
モ
ス

や
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
向
日
葵
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
等
、
多
く
の
花
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
は
、
や
は
り
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク

か
ら
い
た
だ
い
た
桜
の
苗
木
を
、
道
路

沿
い
に
植
え
付
け
、
同
時

に
鹿
な
ど
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

年
間
何
回
か
行
う
食

事
会
で
は
、
お
米
を
は

じ
め
全
て
の
食
材
を
、

201９豪華客船ダイヤモンドプリンセス／横浜発着

■ 出発日： ２０１９年１１月４日（月）～１２日（火）
■ クルーズ代金：141,000 ➡ 98,000円より
　 船中泊8泊〈朝8回・昼7回・夕8回・イベントショー含む〉
　（内側2名様1室 お一人様料金／租税・港湾費別）
※お部屋は各種あります。お問い合わせください■パンフレット冊子差し上げます。
　他の出発日・行程もございます。お部屋数に制限がありますので、お早めに!!

大幅値下げこのチャンスに！  「人生一度はクルーズ旅」

 TEL 053-478-2000観光庁登録旅行業304号
日本旅行業協会正会員

びっくり価格！おすすめの旅♪

静岡県老人クラブ連合会指定業者

10,800円（税込）9,800円（税込）10,800円（税込）
期間：令和元年7月～10月〈送迎代・宿泊代（1泊2食）・昼食代（1回）・酒1本付・カラオケサービス・旅行保険代〉

（静岡県知事登録第2-519号 旅行業務取扱管理者・興津 純）静岡県静岡市駿河区敷地1-15-25
スカイ旅行センター 054（237）7988

「若鮎と湯豆腐・お蕎麦の京御膳プラン　1泊 2日梅ヶ島温泉」

（16名様以上）
1名様

（例） 

『とっておきの宿』
特選旅館予約センター

西部地区（大井川以西） 中部地区（大井川～富士川） 東部地区（富士川以東）

【16名様以上でお申し込みいただいた場合はお客様ご希望日でOKです】

ゆったり
 のんびり

演
劇
鑑
賞
と
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
」

を
年
2
回
開
催
し
、
同
窓
会
的
な
雰
囲

気
で
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て

第
三
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
「
昔
の

遊
び
を
伝
承
さ
せ
る
」
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
住
む
竹
細
工
の

名
人
の
協
力
を
得
て
、
竹
と
ん
ぼ
・
竹

馬
・
け
ん
玉
・
メ
ン
コ
等
の
遊
び
に
活

動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
芝
川
支
部
を
構
成
し
て
い
る

単
位
ク
ラ
ブ
が
元
気
に
活
動
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

み
ん
な
で
持
ち
寄
り
、
全
員
で
調
理
し

ま
す
。
食
事
を
い
た
だ
く
そ
の
時
の
笑

顔
を
見
る
と
、「
先
輩
た
ち
が
築
き
、

今
日
ま
で
育
て
上
げ
ら
れ
た
こ
の
ク
ラ

ブ
こ
そ
、
私
た
ち
が
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
で
す
。

先
達
の
想
い
を
引
き
継
ぎ
、
繋
ぐ

春
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
親
和
会
　
鈴
木
登
喜
夫

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜
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若
か
り
し
父
と
の
別
れ
水
仙
花

袋
井
市　

安
西
と
き
わ

（
評
）「
若
か
り
し
父
と
の
別
れ
」
と
は
、

私
は
ず
ば
り
戦
死
と
受
け
止
め
た
。
作

者
は
、
ど
の
よ
う
な
「
別
れ
」
と
も

語
っ
て
は
い
な
い
。
手
掛
か
り
は
季
語

の
「
水
仙
花
」。
水
仙
の
群
生
地
で
知

ら
れ
る
下
田
市
の
爪
木
崎
海
岸
を
は
じ

め
、
海
辺
に
咲
く
姿
が
印
象
的
。
と
す

る
と
、
海
の
彼
方
で
の
戦
死
。
私
の
思

い
は
ど
ん
ど
ん
広
が
る
。
間
違
っ
て
い

た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
。
し
か
し
、
発
表

後
の
作
品
は
一
人
歩
き
す
る
こ
と
も
多

い
。
淡
々
と
表
現
し
て
い
る
が
、
深
い

悲
し
み
の
籠
っ
た
一
句
で
あ
る
。

冴
え
返
る
晩
学
の
夜
の
机
か
な

富
士
市　

渡
辺　

悦
夫

（
評
）「
冴
え
返
る
」
は
「
立
春
を
過
ぎ

て
よ
う
や
く
春
め
い
た
頃
、
再
び
ぶ
り

返
し
た
寒
気
の
こ
と
」（
角
川
俳
句
大

菊
づ
く
り
は
土
作
り
な
り
と
励
み
い
し

　

兄
の
棺
に
白
菊
入
れ
る

浜
松
市
北
区　

藤
生　

好
則

（
評
）
菊
づ
く
り
に
一
生
を
捧
げ
た
兄

が
菊
と
と
も
に
あ
の
世
に
旅
立
つ
と
い

う
究
極
の
ド
ラ
マ
。
そ
れ
を
一
首
の
中

に
収
め
た
手
際
が
見
事
で
す
。「
白
菊
」

の
美
し
さ
が
心
に
沁
み
ま
す
。

と
き
め
き
も
傷
つ
き
も
す
る
黙
深
き

　

八
十
二
歳
化
石
に
あ
ら
ず

掛
川
市　

笠
原　

八
代
恵

（
評
）
年
寄
り
は
「
化
石
」
で
は
な
い
、

と
い
う
心
か
ら
の
訴
え
を
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
ま
と
め
ま
し
た
。
優
し
さ
の
薄
れ
ゆ

く
時
代
へ
の
警
鐘
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

平
仮
名
で
二
文
字
名
前
希
に
な
り

　

大
正
も
亦
遠
く
な
り
け
り

富
士
市　

渡
井　

公
平

（
評
）
私
の
母
の
姉
は
上
か
ら
、
み
つ
、

い
そ
、
や
え
、
か
な
、
で
し
た
。
大
正

か
ら
昭
和
一
桁
の
世
代
で
す
。
キ
ラ
キ

ラ
ネ
ー
ム
の
平
成
も
終
わ
り
ま
し
た
。

建
築
も
昭
和
の
形
な
く
な
り
ぬ

　

九
十
二
年
生
き
変
る
家
並

御
殿
場
市　

勝
亦
は
る
江

（
評
）
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
と
い
う
番
組

が
流
行
る
時
代
で
す
。
郷
愁
は
感
じ
て

歳
時
記
・
春
）。
そ
ん
な
夜
、
作
者
は

「
晩
学
」の
机
に
向
か
っ
て
い
る
。さ
て
、

何
の
勉
強
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

き
っ
と
、
こ
の
句
が
誕
生
し
た
時
の
自

画
像
な
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
。

山
笑
ふ
二
つ
に
分
け
る
メ
ロ
ン
パ
ン

磐
田
市　

牧
野　

圭
子

（
評
）「
二
つ
に
分
け
る
メ
ロ
ン
パ
ン
」っ

て
、
手
で
割
る
と
し
た
ら
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と

零
れ
て
し
ま
い
上
手
く
い
か
な
そ
う
。

か
と
言
っ
て
、
包
丁
で
切
り
分
け
る
の

も
大
袈
裟
な
気
が
す
る
し
。
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
た
ら
、「
山
笑
ふ
」
と

い
う
季
語
が
ぴ
っ
た
り
な
の
に
気
付
い

た
。
急
に
メ
ロ
ン
パ
ン
が
食
べ
た
く

な
っ
た
。

金
秋
や
雲
頂
に
夜
明
け
富
士

浜
松
市
北
区　

小
鹿　

朝
子

（
評
）「
金
秋
」
は
「
秋
。
五
行
の
一
つ

で
あ
る
金
が
四
季
で
は
秋
に
あ
た
る
の

で
い
う
」（
広
辞
苑
）。
別
に
「
錦
秋
」

と
い
う
言
い
方
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は

「
紅
葉
が
錦
の
よ
う
に
美
し
く
な
る
秋
」

（
広
辞
苑
）
の
こ
と
。
季
語
の
世
界
は

深
い
。
こ
の
句
「
金
秋
」
が
良
い
。
頂

き
に
懸
っ
た
雲
が
、
金
色
に
輝
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

冬
天
の
青
を
つ
き
ぬ
け
富
士
白
き

駿
東
郡
小
山
町　

米
重　

初
枝

初
音
聞
き
誰
彼
と
な
く
笑
み
交
す

浜
松
市
北
区　

山
口　

英
男

舘
山
の
観
音
像
と
観
潮
す

浜
松
市
西
区　

田
中
ハ
ツ
エ

菜
の
花
に
し
ら
す
添
へ
あ
る
朝
餉
か
な

富
士
宮
市　

今
村　

益
子

釣
り
船
の
沖
に
出
て
行
く
桃
の
花

浜
松
市
浜
北
区　

山
下　

勝
康

春
愁
や
友
の
見
舞
の
帰
り
道

袋
井
市　

鈴
木　

紀
子

2019 年使用
全国交通安全年間スローガン 大丈夫？　昨日のお酒も　気を付けて

も
古
民
家
で
は
生
活
し
切
れ
な
い
時

代
。
衣
食
住
は
ま
さ
に
人
生
そ
の
も
の

で
す
ね
。

十
二
代
続
い
た
我
が
家
の
農
業
も

　

あ
と
継
ぐ
者
は
一
人
も
お
ら
ず

藤
枝
市　

大
石　

容
一

成
人
の
孫
娘
笑
み
キ
ラ
キ
ラ
と

　

心
静
か
に
青
き
空
見
る

富
士
宮
市　

佐
野　

崎
子

今
生
の
別
れ
を
惜
し
み
語
り
合
い

　

瞼
に
刻
む
君
の
眼
差
し

富
士
市　

勝
又　

信
也

あ
り
し
日
よ
り
む
し
ろ
身
近
か
な
姉
と
思
ふ

　

ゆ
ず
ら
れ
し
ブ
ラ
ウ
ス
繕
ひ
を
れ
ば

榛
原
郡
吉
田
町　

谷
内　

幸
子

た
ふ
れ
る
か
く
ず
れ
は
し
な
い
か
注
連
縄
の

　

で
か
さ
に
た
ま
げ
二
礼
二
拍
手
一
拝

浜
松
市
北
区　

村
松　

誠
二

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
放
題
の
農
園
で

　

酷
暑
忘
れ
て
嬉
々
と
し
人
ら

島
田
市　

有
賀　

美
代

◇
選
者
の
先
生
の
ご
紹
介

　

短
歌　

柴し
ば
た
の
り
あ
き

田
典
昭
先
生

　
　

静
岡
県
歌
人
協
会
・
会
長

今
回
よ
り
短
歌
の
選
句
を
担
当
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

俳
句　

甲か
い
ゆ
う
し

斐
遊
糸
先
生

　
　

静
岡
県
俳
句
協
会
・
会
長

　

川
柳　

佐さ

の

ゆ

り

こ

野
由
利
子
先
生

　
　

静
岡
市
川
柳
協
会
・
会
長

◇
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

　
投
稿
規
定

　

は
が
き
一
枚
三
句
（
首
）
以
内

　
（
ど
の
部
門
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。）

◇
原
稿
の
締
切
り

　

令
和
元
年
9
月
30
日
（
月
）

◇
送
付
先

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県

　

静
岡
市
葵
区
駿
府
町
１−

70

　

県
総
合
社
会
福
祉
会
館
４
Ｆ

　

☎
０
５
４−

２
５
４−

５
２
２
５

短
歌
　
柴
田
　
典
昭
　
選

俳
句
　
甲
斐
　
遊
糸
　
選
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あ
の
世
ま
で
探
し
続
け
る
青
い
鳥

静
岡
市
葵
区　

望
月　

弘　

（
評
）
辛
い
時
も
悲
し
い
時
も
、
き
っ

と
倖
せ
が
来
る
と
信
じ
て
生
き
る
。
最

後
は
「
あ
り
が
と
う
」
で
終
わ
り
た
い

で
す
ね
。

土
に
帰
り
未
来
を
拓
く
枯
落
葉

浜
松
市
西
区　

今
田　

久
帆

（
評
）
落
葉
も
土
に
帰
り
樹
木
の
肥
料

と
成
り
、
ま
た
新
し
い
芽
を
育
む
。
人

間
も
同
じ
よ
う
に
、
輪
廻
転
生
で
す
。

ま
ず
今
日
を
生
き
て
明
日
を
考
え
る

静
岡
市
駿
河
区　

石
上　

俊
枝

（
評
）
一
日
い
ち
に
ち
を
大
切
に
生
き

る
。
況
し
て
、
お
年
寄
に
は
今
日
一
日

を
無
事
終
え
夕ゆ
う
げ餉
に
つ
く
こ
と
が
有
難

く
、
感
謝
で
す
。

春
が
す
み
い
や
い
や
こ
れ
は
白
内
障

静
岡
市
駿
河
区　

長
谷
川
百
合
子

（
評
）
最
近
い
や
に
ボ
ー
っ
と
見
え
る

と
思
っ
た
ら
…
思
わ
ず
ク
ス
っ
と
笑
っ

て
し
ま
っ
た
句
！
下
6
で
す
が
余
り
の

可
笑
し
さ
に
秀
句
へ
。

生
き
る
も
の
に
潤
い
の
あ
る
雨
あ
が
り

袋
井
市　

小
林　

ふ
く
子

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
ぬ
よ
う
生
き
て
い
く

榛
原
郡
吉
田
町　

横
田　

博　

も
し
か
し
て
な
ど
と
夢
み
て
歳
忘
れ

静
岡
市
駿
河
区　

宮
崎　

三
千
代

胃
袋
が
揺
れ
た
魚
の
踊
り
食
い

静
岡
市
駿
河
区　

勝
田　

晶
子

安
楽
死
話
し
合
え
ど
も
座
礁
す
る

静
岡
市
葵
区　

山
本　

勝
治

孫
居
て
も
俺
い
つ
ま
で
も
母
の
子
だ

静
岡
市
葵
区　

大
石　

泰
章

　

平
成
は
、「
災
害
が
多
か
っ
た
。」「
日

本
の
景
気
が
停
滞
し
て
い
た
。」
な
ど

と
、
暗
い
こ
と
が
多
か
っ
た
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
も
事
実
で
し
ょ
う
が
、
私
個

人
に
と
っ
て
は
40
代
を
迎
え
、
60
歳
・

還
暦
で
退
職
を
し
、
古
希
を
経
て
、

老
境
を
迎
え
た
30
年
で
し
た
。
ま
た
、

父
を
昭
和
の
最
後
、
母
を
送
っ
た
の

は
平
成
で
し
た
。

　

老
後
の
楽
し
み
に
と
退
職
後
始
め

た
趣
味
の
俳
句
も
い
い
師
・
句
友
に

恵
ま
れ
、
今
で
は
生
き
が
い
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が

私
的
旅
行
で
平
成
30
年
に
静
岡
県
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
折
、
袋
井
市
浅
羽

の
常
林
寺
で
ご
尊
顔
を
拝
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
で
す
。

（
天
野 

薫
）

　

娘
の
結
婚
と
孫
の
誕
生
で
す
。「
子

は
鎹
か
す
が
い」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
何
回
か

の
危
機
を
救
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た

が
平
成
20
年
7
月
待
望
の
孫
誕
生
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

以
降
「
お
宮
参
り
」「
七
五
三
」
等
々

さ
さ
や
か
な
が
ら
節
目
節
目
の
行
事

を
越
し
現
在
は
小
学
4
年
生
、
我
が

家
の
絆
を
が
っ
ち
り
結
ん
で
く
れ
て

ま
す
。
し
か
し
ぼ
つ
ぼ
つ
反
抗
期
の

入
口
に
な
っ
た
よ
う
な
言
葉
を
感
ず

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
夫

婦
も
鎹
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願

い
な
が
ら
も
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
、
全
て
に
腹
八
分
目
の
気
持
ち
、

行
動
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
心

掛
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
投
稿
募
集
に
出
合
っ
た
こ
と

ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

（
増
田 

和
男
）

　

私
に
と
っ
て
〈
平
成
〉
は
、
激
動

と
安
泰
が
同
居
し
た
時
代
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
主
人
の
転
勤
で
札
幌
、

仙
台
、
福
岡
、
そ
し
て
浜
松
へ
と
、

そ
の
間
、
長
男
の
結
婚
、
孫
の
誕
生
、

次
男
の
結
婚
、
孫
の
誕
生
。
平
成
の

最
後
の
年
に
孫
の
結
婚
。
孫
の
結
婚

式
に
夫
婦
で
参
加
で
き
た
の
も
、
何

よ
り
の
想
い
出
で
す
。

　

ま
た
、
母
は
95
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、
母
の
た
め
に
何
か
で
き
る

こ
と
は
と
介
護
を
学
び
、
平
成
6
年

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
を
と
り
ま

し
た
。
そ
の
後
病
院
に
勤
め
た
り
、

ボ
ケ
防
止
に
と
色
々
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
母
の
た
め

に
役
立
ち
ま
し
た
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
し
て
、
今
で
は
、
い
き
い
き

体
操
を
通
し
て
、
母
に
で
き
な
か
っ

た
分
を
、
近
く
の
高
齢
者
の
方
々
と

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
平
成
を
健
康
に
過
ご
せ
た
の

も
、
丈
夫
に
産
ん
で
く
れ
た
両
親
に

感
謝
し
て
、
そ
の
分
を
近
く
の
高
齢

の
方
々
に
楽
し
ん
で
頂
く
よ
う
に

日
々
生
活
し
て
ま
す
。（

石
田 

桜
子
）

第20回熟年メッセージ大会作品募集のお知らせ
　人生を彩ってきた様々な感動や喜び、これからの人生を輝かせる
目標や生きがいなど、言葉やパフォーマンスで発表しませんか。
●応 募 資 格　県内在住で、ご自身を熟年と思う方（グループも可）
●募集テーマ　特に定めなし
●応 募 形 式　文章（2,000 文字以内、原稿用紙 20 × 20）
　　　　　　　映像（DVD で 10 分以内）音声（CD で 10 分以内）
●応 募 期 限　令和元年 10 月 31 日（木）当日消印有効

第23回すこやか長寿祭美術展作品募集のお知らせ
高齢者の文化活動の促進とふれあいと生きがいづくりを目的
に、高齢者の創作する作品を募集します。｢ねんりんピック岐
阜２０２０｣ の選考会も兼ねます。
●応募資格　県内在住で昭和 36 年４月１日以前に生まれた
　　　　　　アマチュアの方
●募集部門　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真の６部門
●応募方法　出品申込書を提出
●応募期限　令和元年 10 月 31 日（木）当日消印有効
●出 品 料　１作品 2,000 円 問い合せ先　公益財団法人しずおか健康長寿財団　電話：054-253-4221

2019 年使用
全国交通安全年間スローガン 歩行者を　守る気づかい　思いやり

Windows95、たまごっち、Ｊリー
グ開幕、長野オリンピック、きん
さんぎんさん、タマちゃん、郵政
民営化、iPS 細胞、ポケモンGO…

川
柳
　
佐
野
由
利
子
　
選
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初
山
宝
林
寺
は
浜
松
市
北
区
・
奥

浜
名
湖
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
あ
る

歴
史
あ
る
名
刹
で
す
。
江
戸
時
代
初

期
（
１
６
６
４
年
）
に
中
国
の
名
僧
、

独ど
く
た
ん湛

禅
師
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
黄お
う
ば
く檗

宗
の
寺
院
で
、
遠
州
地
方
に
お
け
る
黄

檗
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。

　

黄
檗
宗
は
中
国
の
高
僧
、
隠い
ん
げ
ん元

禅
師

　

最
近
、
人
生
百
年
時
代
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
平
成
や
令
和

生
ま
れ
の
若
者
に
は
、
向
後
の
人
生

設
計
に
創
意
工
夫
を
求
め
る
含
意
が

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
す
で
に
定
年
退

職
し
た
人
は
、
長
い
余
生
を
年
金
と

貯
蓄
で
生
き
延
び
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
ん
な
な
か
、
さ
さ
や
か
な
年
金

と
貯
蓄
を
狙
っ
て
、
振
り
込
め
詐
欺

や
ア
ポ
電
強
盗
が
流
行
っ
て
い
る
。

静
岡
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
暫
く
す

る
と
、「
突
然
電
話
が
掛
か
っ
て
き

た
ら
そ
れ
は
詐
欺
で
す
」
と
定
番
の

車
内
放
送
が
流
れ
る
。
嘗
て
、「
人

を
見
た
ら
泥
棒
と
思
え
」
と
聞
か
さ

れ
、大
学
の
講
義
で
、「
患
者
は
ヒ
ト
、

病
気
に
人
格
も
名
誉
も
忖
度
不
要
」

と
教
わ
っ
た
。「
常
日
頃
、
あ
ら
ゆ

人
生
百
年
時
代
が
問
う
も
の

し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団 

理
事
長
　
佐
古 

伊
康

る
可
能
性
を
失
念
す
る
な
」、
と
の
戒

め
で
あ
る
。

　

古
来
、
我
が
国
に
は
他
人
を
気
に
す

る
国
民
性
が
あ
り
、
異
端
者
は
除
け
者

に
さ
れ
た
。
狭
い
国
土
で
農
作
物
を
長

期
間
大
事
に
育
て
て
生
活
の
糧
を
得
ら

れ
る
農
耕
民
族
に
は
、
助
け
合
い
が
必

要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
片
や
狩

猟
民
族
は
、
山
野
に
住
む
鳥
獣
は
天
か

ら
の
授
か
り
物
と
し
て
、
自
由
に
我
が

物
に
で
き
た
。
そ
れ
が
、
利
己
主
義
的

な
金
融
を
差
配
す
る
才
能
に
繋
が
っ
て

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
金

融
業
務
は
額
に
汗
す
る
農
耕
や
狩
猟
と

は
違
う
。
情
報
が
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
て
世

界
中
を
駆
け
巡
る
時
代
を
迎
え
て
、
金

融
が
社
会
の
分
断
・
格
差
の
拡
大
と
無

関
係
で
は
な
い
。

　

幸
せ
は
心
の
持
ち
方
次
第
と
は
い

え
、
健
康
と
経
済
力
も
重
要
な
要
素

で
あ
る
。
民
主
主
義
で
は
、
権
利
に

は
義
務
、
自
由
に
は
責
任
が
伴
う
。

従
っ
て
、
高
齢
者
は
「
貯
蓄
か
ら
投

資
へ
」
の
甘
言
に
簡
単
に
は
乗
ら
な

い
。
幸
せ
は
カ
ネ
だ
け
で
は
買
え
な

い
が
、
老
後
の
生
活
不
安
が
な
け
れ

ば
、
天
下
の
回
り
物
を
必
要
以
上
に

は
貯
め
込
む
ま
い
。
社
会
保
障
制
度

の
要
諦
は
、カ
ネ
を
生
む
人
、配
る
人
、

使
う
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
自
立
自
助
の

精
神
、
共
助
と
公
助
に
利
他
と
感
謝

の
気
持
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

利
益
は
独
占
せ
ず
に
社
会
に
還
元

す
べ
き
、
と
説
い
た
渋
沢
栄
一
氏
が

新
一
万
円
札
に
登
場
す
る
。
人
生
百

年
時
代
は
、
国
民
に
意
識
覚
醒
を
迫

り
、
定
年
制
・
社
会
保
障
制
度
の
抜

本
改
革
に
、
新
元
号
の
令
和
に
相
応

し
い
異
次
元
の
発
想
を
求
め
て
い
る
。

が
江
戸
時
代
に
来
日
し
広
め
た
禅
宗
の

一
派
で
す
。
黄
檗
宗
の
大
本
山
・
萬
福

寺
の
国
内
最
初
の
末
寺
が
宝
林
寺
だ
っ

た
こ
と
が
「
初
山
」
と
い
う
山
号
の
由

来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

境
内
は
中
国
明
朝
風
の
伽
藍
が
特
徴

で
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
空
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
佛
殿
・
方
丈
は
そ
の
建
築

様
式
を
現
代
に
伝
え
る
貴
重
な
建
築
物

と
し
て
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

初
山
宝
林
寺
に
訪
れ
た
ら
必
ず
参
拝

し
た
い
の
が
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
「
金き
ん
め
い
せ
き

鳴
石
」。
独
湛
禅
師
が
中
国
か

ら
持
参
さ
れ
た
不
思
議
な
石
で
す
。
金

運
上
昇
・
商
売
繁
盛
に
ご
利
益
が
あ
る

と
さ
れ
、
叩
く
と
キ
ン
キ
ン
と
澄
ん
だ

音
が
し
ま
す
。
隣
の
龍
文
堂
で
願
掛
け

を
し
て
か
ら
金
鳴
石
を
叩
く
と
願
い
が

叶
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
浜
名
湖
に
は
国
指
定
重
要
文
化
財

を
有
す
る
お
寺
が
五
つ
あ
り
、
こ
れ
を

「
浜
名
湖
湖

※

北
五
山
」
と
称
し
ま
す
。

初
山
宝
林
寺
は
そ
の
一
つ
で
す
。
五
つ

の
お
寺
の
御
朱
印
を
一
つ
の
色
紙
に
集

め
る
「
五
利
益
め
ぐ
り
」
も
宝
林
寺
の

売
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
４
月
に
は
龍
文
坊
大
祭
が
行
わ

れ
、
鎮
守
龍
文
坊
大
権
現
の
祈
祷
と
琉

球
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
披
露
が
行
わ
れ
ま

す
。
秋
に
は
お
茶
会
が
行
わ
れ
、
様
々

な
流
派
の
茶
席
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
初
山

宝
林
寺
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
湖
北
五
山
…
他
に
方
広
寺
（
引
佐
）、
摩
訶
耶
寺

（
三
ヶ
日
）、
龍
潭
寺
（
引
佐
）、
大
福
寺
（
三
ヶ
日
）

【
拝
観
料
】

大
人
／
４
０
０
円　

小
人
／
２
０
０
円

拝
観
時
間
：
10
時
～
16
時

【
お
問
い
合
わ
せ
】

初し
ょ
さ
ん
ほ
う
り
ん
じ

山
宝
林
寺　

電
話
／
０
５
３
‐
５
４
２
‐
１
４
７
３

〒
４
３
１
‐
１
３
０
４

浜
松
市
北
区
細
江
町
中
川
65
‐
２　

【
ア
ク
セ
ス
】

◎
公
共
交
通
機
関
／
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
か
ら

奥
山
・
伊
平
・
渋
川
行
き
乗
車
、
石

岡
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
15
分

◎
お
車
／
浜
松
西
イ
ン
タ
ー
か
ら
県
道

65
号
線
・
国
道
２
５
７
号
線
経
由
、

約
25
分

2019 年使用
全国交通安全年間スローガン 急がない　青しんごうでも　左右見て

二十四善神立像と金鳴石

初山宝林寺　方丈

初し
ょ
さ
ん
ほ
う
り
ん
じ

山
宝
林
寺

歴
史
ロ
マ
ン
と
金
運
祈
願
の
旅

新
し
い
静
岡
を
発
見
!!

行
っ
て
み
た
い

今


